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中
国
教
育
旅
行
団
と

　
　
　
学
校
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

「
映
画
館
の
無
い
町
の
映
画
祭
」

　
第
３
回
富
士
山
・
河
口
湖
映
画
祭
が

　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

渡邊だいさんを囲んでご家族と町長

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

井
出
さ
だ
さ
ん

渡
邊
だ
い
さ
ん

山
本
志
げ
さ
ん

　
２
月
２
日

か
ら
８
日
ま

で
町
内
の
小

中
学
校
に
教

育
交
流
や
観

光
協
力
協
定

事
業
を
行
っ

て
い
る
中
国

和
天
津
市
和

平
区
や
上
海

市
な
ど
か
ら
述
べ
１
８
３
名
７
学
校
の
小
中
学
生
が
町

内
の
学
校
を
訪
れ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
一
行
は
１
月
末
か
ら
日
本
に
滞
在
し
各
地
で
学
校
交

流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
３
日
に
は
、
和
平
区
か
ら

の
友
好
使
者
訪
問
団
を
迎
え
富
士
豊
茂
小
学
校
で
学
校

交
流
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
に
伝
わ
っ
た
節
分
行
事
の

「
豆
ま
き
」
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
富
士
豊
茂
小
学

校
の
皆
さ
ん
が
追
い
出
し
た
い
「
オ
ニ
」
を
発
表
し
て
豆

で
退
治
す
る
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。
中
国
の
友
達
は

舞
踊
を
披
露
し
、

熱
心
に
見
入
る
様

子
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　
ま
た
、
豆
を
使

っ
た
ゲ
ー
ム
で
は

グ
ル
ー
プ
作
り
を

し
て
競
い
合
っ
た

り
し
な
が
ら
自
然

と
仲
良
く
な
り
楽

し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
１
月
と
２
月
に
３
人
の
方
が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
井
出
さ
だ
さ
ん
（
船
津
）
は
１
月
29
日
に
、
渡
邊
だ
い

さ
ん
（
小
立
）
は
、
２
月
10
日
、
山
本
志
げ
さ
ん
（
河
口
）
は

２
月
11
日
に
そ
れ
ぞ
れ
満
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
三
人
と
も
明

治
43
年
生
ま
れ
で
す
。

　
お
誕
生
日

に
は
町
か
ら

ご
長
寿
の
お

祝
い
を
お
届

け
し
ま
し
た
。

　
本
年
２
月

ま
で
で
町
内

の
百
歳
以
上

の
方
は
３
人

を
含
め
て
12

人
と
な
り
ま

し
た
。
ご
長

寿
を
お
祝
い

申
し
あ
げ
ま

す
。

　
２
月
20
日
（
土
）
～
21
日
（
日
）
に
勝
山
さ
く
や
ホ
ー
ル

を
中
心
に
「
第
３
回
富
士
山
・
河
口
湖
映
画

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
「
富
士
山
・
河
口
湖
映
画
祭
」
は
、

第
２
回
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
グ
ラ
ン
プ

リ
作
品
「
小
さ
な
大
き
な
富
士
山
と
」
の
上
映
を
皮
切
り

に
、
第
２
回
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、
審
査
委
員

長
山
本
む
つ
み
さ
ん
の
講
演
、
各
種
映
画
の
上
映
な
ど

映
画
を
楽
し
む
多
く
の
企
画
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

他
に
も
子
ど
も
未
来
創
造
館
で
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
西
湖
い
や
し
の
里
根
場
で
の
上
映
、
河
口
湖
駅
で
の

上
映
な
ど
も
行
わ
れ
、
富
士
河
口
湖
町
が
映
画
一
色
に

な
る
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
映
画
「
小
さ
な
大
き
な
富
士
山
と
」
は
、
町
民
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
日
頃
か

ら
目
に
す
る
場
所
が
映
画
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、

身
近
な
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
上
映
後
に
は

サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
と
し
て
、
主
題
歌
の
披
露
も
あ
り
会

場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
全
国
か

ら
２
６
６
編
の
シ
ナ
リ
オ
が
集
ま
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
委
員
長

は
、
３
月
29

日
か
ら
始
ま

る
N
H
K
朝

の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
「
ゲ

ゲ
ゲ
の
女
房
」

の
脚
本
を
担

当
す
る
山
本

む
つ
み
さ
ん

に
お
務
め
い

た
だ
き
ま
し

た
。
山
本
さ

ん
か
ら
は「
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ

の
裏
表
」
と

題
し
た
講
演

も
い
た
だ
き
、

テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
作
り
の
裏
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ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
石
紬
伝
統
工
芸
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 
 

～
日
本
昔
話
の
名
場
面
に
出
会
え
ま
す
！
～

河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の
花
か
ご
ア
レ
ン
ジ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

舞
台
の
話
な
ど
、

普
段
は
聞
く

こ
と
の
で
き

な
い
お
話
を

た
く
さ
ん
伺

う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
し

ま
し
た
東
京

都
の
永
田
健

さ
ん
の
作
品「
雨

の
日
の
富
士
山
」

は
、
来
年
度
映

画
制
作
さ
れ

る
こ
と
に
決

定
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
度

の
作
品
同
様
、

エ
キ
ス
ト
ラ

や
撮
影
場
所

な
ど
町
民
の

協
力
が
無
け

れ
ば
制
作
す

る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
み

な
さ
ま
の
積

極
的
な
ご
参

加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
映
画
制
作

に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
、

映
画
祭
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご

連
絡
下
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先
　
観
光
課
　
℡
72
‐
３
１
６
８

　
２
月
15
日
に
シ
チ
ズ
ン
セ
イ
ミ
ツ
株
式
会
社
か
ら
一

千
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
昨
年
度
の

不
況
期
以
降
、
人
件
費
削
減
や
生
産
調
整
な
ど
実
施
し

て
い
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
雇
用
調
整
助
成
金
や
経
営

改
革
な
ど
で
業
績
が
回
復
し
、
本
年
度
は
営
業
利
益
が

見
込
め
る
と
し
て
、
同
企
業
か
ら
地
域
貢
献
の
た
め
ご

寄
付
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。
利
益

の
一
部
還
元
と
し

て
、
主
に
環
境
・
雇

用
行
政
な
ど
に
寄

付
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。
地
元
企

業
の
明
る
い
話
題

を
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
町
で
は
有
効

活
用
が
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
た
だ
今
、
あ
の
懐
か
し

い
日
本
昔
話
の
名
場
面
を
、

大
石
産
の
繭
を
使
っ
て

再
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
っ
と
作
品
が
増

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　
繭
を
使
っ
た
日
本
昔

話
の
名
場
面
を
作
る
体

験
も
出
来
ま
す
。
繭
の
形
も
異
な
り
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

で
色
付
け
し
た
り
、
着
物
を
着
せ
た
り
と
、
表
情
の
違
っ

た
作
品
に
仕
上
が
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
次
ま
で
お
申
込
下
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
料
　
金
　
２
５
０
０
～
３
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
物
語
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

■
時
　
間
　
１
時
間
30
分
～
２
時
間

■
人
　
数
　
１
～
５
名
様
ま
で

●
申
込
・
問
合
先
　
大
石
紬
伝
統
工
芸
館 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
76-

７
９
０
１

　　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
で
は
、

「
春
の
花
か
ご
ア
レ
ン
ジ
」

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

春
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、

平
か
ご
に
パ
ス
テ
ル
カ

ラ
ー
の
花
材
を
使
っ
て

ア
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

町
外
の
方
で
も
大
歓
迎

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
３
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

■
料
　
金
　
２
５
０
０
円
　

■
定
　
員
　
30
名

●
申
込
・
問
合
先
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
３
０
８
２

第３回　富士山・河口湖映画祭シナリオコンクール入賞者

グランプリ

準グランプリ

準グランプリ

富士山・河口湖映画祭審査委員長賞

富士河口湖町長賞

富士山・河口湖映画祭実行委員長賞

富士河口湖町議会議長賞

河口湖観光協会長賞

永田 　健 

酒巻 浩史

渡邊 由香

上原 　実

田中 淳一 

谷口のりこ

つかもと明日翔

吉田 忠史

ながた　たけし

さかまき　ひろし

わたなべ　ゆか

うえはら　みのる

たなか　じゅんいち 

たにぐち　のりこ

つかもと　あすか

よしだ　ただし

雨の日の富士山 

リボンと杖で家族

イージーオールから始めよう

新しい家族

湖畔のエルフ

ホリデー快速河口湖

父の愛したサカサフジ

ときは夕暮れ

東京都江戸川区

東京都渋谷区

茨城県牛久市

東京都足立区

山梨県笛吹市

東京都国立市

茨城県龍ヶ崎市

埼玉県さいたま市

氏　　名 ふりがな賞　　名 タイトル 住　　所
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　現在使っている国民健康保険被保険者証 及び、国民健康保険高齢受給者証 は、平成２２年３月３１日で

有効期限が切れ、新しい被保険者証と交換になります。

　つきましては、下記の日程により交換を行いますので、現在お持ちの被保険者証を持参の上、おこしくだ

さるようお願いいたします。

平成２２年度国民健康保険被保険者証の更新について

長 浜・西 湖

西湖南・西湖西
足和田出張所

３月２３日（火）

午前９時００分～午後４時３０分

（正午～午後1時は、除く）

勝　　　山

大　　　嵐
勝山出張所

河口出張所

３月２３日（火）

午前９時００分～午後４時３０分

（正午～午後1時は、除く）

精　　　進

本　　　栖 精進出張所

３月２３日（火）

午前１０時００分～午後４時３０分

（正午～午後1時は、除く）

富 士 ヶ 嶺
上九一色出張所

３月２３日（火）

午前１０時００分～午後４時３０分

（正午～午後1時は、除く）

河　　　口

３月２４日（水）

午前９時００分～午後４時３０分

（正午～午後1時は、除く）

役場本庁

船　　　津

小　　　立

浅　　　川

３月２５日（木）

３月２６日（金）

午前９時００分～午後５時００分

大石出張所大　　　石
３月２４日（水）

午後1時３０分～午後４時３０分

地 区 名 日　　　　時 交換場所 ※交換に来ることが出来ない場

　合は、保険課国保係までご連

　絡ください。

※昭和10年4月2日から昭和15　

年3月1日生まれの方（国民健　

康被保険者証を使用の方）は、　

国民健康保険高齢受給者証も　

交換になりますので、併せて　

お持ちください。

※転出されている学生で、遠隔

　地保険証を希望される方は、

　在学証明書が必要となりま

　す。

※国民健康保険税を滞納されて

　いる方については、納税相談

　を３月２５日、２６日町役場

　税務課で行います。

　該当者には別途通知します。

精進健康管理センター内

上九一色

コミュニティセンター内

（富士ヶ嶺公民館 隣）

　国保加入者が、他の保険制度を適用する会社や組合などに勤めたり、また辞めたときには、すみやかに資

格の取得・喪失の届出をしましょう。

　特に、学生が卒業して就職した場合の届け出は、何年も忘れている場合がありますので、もう一度お確か

めください。

 ◆資格の取得・喪失のときは、すみやかに届出を◆

　町では、電話による健康に関するなんでも相談を行っています。医師や専門スタッフが２４時間・年中無

休体制で健康・医療・介護・育児・メンタルヘルス等の相談に応じ分かりやすくアドバイスします。

　プライバシーは、厳守されるシステムになっていますので安心してご利用ください。

　　　　　　　　　　　フリーダイヤル　0120－807－024 （通話料無料）

◆富士河口湖町健康なんでも相談◆

◎ご自宅のお電話または公衆電話からご利用いただけます。（携帯電話・PＨＳからはご利用になれません。）

問合せ先　富士河口湖町役場保険課　国保･老人保健係　℡７２－６０２６
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平成２２年度　交通災害共済に加入しましょう！平成２２年度　交通災害共済に加入しましょう！平成２２年度　交通災害共済に加入しましょう！

［平成２２年４月１日から交通災害共済制度が変わります］［平成２２年４月１日から交通災害共済制度が変わります］［平成２２年４月１日から交通災害共済制度が変わります］（平成２２年４月１日以降の事故に適用）

◇ 共済見舞金等級表が変わり、実際に入院・通院した日数により区分し算定されます。

◇ 入院、通院１日目から共済見舞金の対象とします。

◇ 公的機関の証明書が提出されない場合の共済見舞金の限度額が２万円から３万円に引き上げになります。

◇ 請求期間が事故発生日の翌日から起算して２年以内となります。

◇共済期間　
　平成２２年４月１日から平成２３
　年３月３１日（中途加入の場合は、
　加入した翌日から平成２３年３

　月３１日まで）

◇加入資格　
　富士河口湖町に住民登録また
　は外国人登録されている方学
　生については、他県等に転出
　していても加入できます。
　また加入者が途中他市町村へ
　転出した場合でも共済期間中

　は有効です。

◇共済掛金

１人年額５００円（中途加入も同額）

◇加入申込

　左の表の日程で受付をします。

◇問合せ先　
　富士河口湖町役場　管理課　
　防災係　℡７２-６０１３

※都合が悪い方は、表の日程以降役場２階管理課で受付します。

　また、出張所に預けていただければ、後日加入者証を送付いたします。

管理課　防災係　� ７２-６０１３

　建物火災による死者数は、住宅火災（共同住宅、併用住宅を含む）によるものが最も多くおよそ９割を占めて

います。発生の時間帯は睡眠時間帯に発生したものが５割近くにも上り、就寝中の

ために火災に気づきにくくおよそ７割の方が逃げ遅れて亡くなってしまっています。

高齢化がますます進んでいく予想から、このまま放置すると死者数が増加すること

が心配されます。

　消防法の改正（平成１６年６月）に伴い、住宅用火災警報器の設置が義務づけられ

ました。住宅用火災警報器は、煙や熱を感知して火災の発生を知らせます。

新築住宅は平成１８年６月１日から義務となっています。既存住宅は平成２３年６月１

日から義務となりますが、それまでになるべく早めに設置しましょう。

　なお警報器の販売について、消防署員等が訪問することはありませんので、悪質

な訪問販売や点検など、悪質商法の被害に遭わないように十分注意して下さい。　　　　　　　　　℡

精進・本栖 ３月１６日（火）

３月１６日（火）

３月１７日（水）

３月１７日（水）

３月１８日（木）

３月１８日（木）

３月１８日（木）

３月１９日（金）

３月１９日（金）

３月２３日（火）

３月２４日（水）

 ９：３０ ～ １１：４５

１３：３０ ～ １６：００

 ９：３０ ～ １１：４５

１３：３０ ～ １６：３０

 ９：００ ～ １１：４５ 

１３：３０ ～ １５：００

１５：３０ ～ １７：００

 ９：００ ～ １１：４５

１３：３０ ～ １６：３０

 ９：００ ～ １１：４５

１３：００ ～ １６：３０

精進出張所

上九一色出張所

大嵐児童館

勝山出張所

足和田出張所 

根場公民館

西湖公民館

河口住民センター

大石住民センター

富士河口湖町役場

２階ホール

富士ヶ嶺

大　　嵐

勝　　山

長浜・西湖

西 湖 西

西 湖 南

河　　口

大　　石

船津・浅川・小立

地　区 日　程 受 付 時 間� 場　所

　交通災害共済とは、住民ひとりひとりがわずかな掛金を出し合い、不幸にして交通

事故に遭われた方に見舞金をおくる相互扶助制度です。

　掛金は１人年額５００円で、災害の程度により１万円から最高１００万円（死亡時）が支

給されます。

　交通事故は自分自身が気をつけていても、運転中や同乗中、歩行中などいつどん

な時に遭遇するかわかりません。ご家族そろって加入しましょう。
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健康のまちづくり

　   ≪材料５０～６０個分≫

あらめ昆布（乾燥）　１ワ（５００ｇ）

わかさぎ　　小さめ１５０匹くらい

水　　　　　適量（たっぷり）

砂糖　　　　５００ｇくらい

醤油　　　　５００ｍｌくらい

酒　　　　　１８０ｍｌくらい

みりん　　　１８０ｍｌくらい

だしの素（好みで）　　適量

つま楊枝

「筋肉を取り戻せ!!」
町では介護予防を目的に、各地区で筋力アップ教室を毎週開催しています。

今月は、教室での成果を報告します☆

６５歳以上の方であれば誰でも参加することができます。最近、体力低下が気になる人や、家に閉じこもりがちの人な

どなど･･･気軽に参加してみましょう♪　きっと、いい収穫があるはずです☆

春に体力測定を実施し、冬にもう一度同じ内容の体力測定を実施しました。

測定した項目は、「握力」「両眼片足立ち」「５ｍ歩行所要時間」の３項目です。

年間を通して、“改善した人”、“維持できている人”の割合は以下の通りです。

●各教室の問い合わせ・申し込み　→　役場 健康増進課 在宅介護係  Tel：７２－６０３７

※詳細については、後日、広報や回覧板でお知らせいたします。

平成２２年度の筋力アップ教室は“春”から開催されます。

「この教室に参加してから膝への負担が少なくなった。」「毎週、皆で体操することが楽しみです。」

「家にいるとテレビばっか見てるけど、ここへ来ると笑いがあるからとてもいい刺激になります。」　

「教室に参加することで身体的にも精神的にも楽になった気がします。」

参加者の声

活動状況

各地区の
参加者数

「握力」：60％
「両眼片足立ち」「５ｍ歩行所要時間」：80％以上
「主観的健康感」“健康になったな”、“維持できているな”と感じている人：98％！

……………………………………………………………………………………………………………………………………

平成21年度 「筋力アップ教室」活動報告

上の段

地区名 開催場所

上の段中公民館

富士見町公民館

浜町公民館

河口出張所

大石出張所�

足和田出張所

上九一色コミュニティセンター

富士見町

浜　町

河　口

大　石

足和田

上　九�

２２名

H２１年度 参加者数

３９名

２０名

２７名

２５名

２３名

１６名

郷
土
料
理
（
河
口
地
区
）

食
生
活
改
善
推
進
員
会
の

お
す
す
め

　
江
戸
時
代
に
大

変
盛
ん
で
あ
っ
た

富
士
講
の
人
々
が

宿
泊
す
る
御
師
の

家
で
提
供
さ
れ
た

こ
と
が
発
祥
と
言

わ
れ
て
お
り
、
富

士
山
の
形
を
表
す

三
角
形
に
巻
き
あ

げ
る
の
が
特
徴
で
、
巻
き
止
め
に
使
っ
た

楊
枝
は
富
士
登
山
の
金
剛
杖
を
表
す
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
４
月
25
日
に
開
か
れ
る
浅
間
神
社

の
孫
見
祭
に
、
赤
飯
と
共
に
供
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
は
あ
ら
め
、
川
魚
共
に
な
か
な
か

手
に
入
れ
る
の
が
難
し
く
貴
重
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
郷
土
の
伝
統
あ
る
料

理
と
し
て
大
切
に
守
り
引
き
継
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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１５歳までの子ども医療費の助成がはじまります。

　富士河口湖町では、平成２２年４月１日診療分からこれまでの「乳幼児医療費助成金支給事業」を「子ども医療

費助成金支給事業」に改め、支給対象年齢を通院・入院とも１５歳（中学３年生相当年齢）まで拡大することになり

ました。

　現在お持ちの受給資格者証は新しい「子ども医療費受給資格者証」と交換になりますので次の日程によりお

こしくださいますようお知らせします。

※当日都合の悪い場合は、健康増進課までご連絡ください。

●問合先●

富士河口湖町　健康増進課

子ども医療担当

TEL ０５５５-７２-６０３７

新しい受給資格者証の交換交付のお知らせ

西　浜・西　湖

西湖南・西湖西
３月２３日（火）　午前９時～正午

勝　　　　山

大　　　　嵐
３月２３日（火）　午後１時から午後４時３０分

精　　　　進

本　　　　栖
３月２３日（火）　午前９時～正午

富 士 ヶ 嶺 ３月２３日（火）　午後１時～午後４時３０分

船　　　　津

浅　　　　川

小　　　　立

３月２５日（木）

３月２６日（金）　

地　区　名 日　　　時

足和田出張所

勝山出張所

精進出張所

上九一色出張所

大　　　　石 ３月２４日（水）　午後１時３０分～午後４時３０分 大石出張所

河　　　　口 ３月２４日（水）　午前９時～正午 河口出張所

役場本庁

健康増進課

交換場所

いまお持ちのピンクの受給資格者証をかならず持ってきてくださいね。

午前９時～午後５時

《
作
り
方
》

①
あ
ら
め
昆
布
を
洗
う
。

②
爪
が
通
る
く
ら
い
ま
で
お
湯
で
茹
で
、

　
ア
ク
抜
き
を
す
る
。

③
ぬ
め
り
を
と
っ
て
巻
き
や
す
く
す
る
た

　
め
に
洗
う
。

④
竿
に
か
け
て
陰
干
し
す
る
。

⑤
わ
か
さ
ぎ
を
網
で
焼
い
た
も
の
を
２
～

　
３
匹
、
芯
に
し
て
昆
布
を
巻
く
。

⑥
巻
き
は
じ
め
は
固
く
、
形
が
三
角
形
に

　
な
る
よ
う
に
巻
く
。

⑦
巻
き
終
わ
っ
た
ら
巻
き
止
め
に
、斜
め（
刀

　
の
脇
差
し
の
よ
う
）に
つ
ま
楊
枝
を
刺
す
。

⑧
鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
水
を
入
れ
て
、
め
ま

　
き
を
入
れ
て
火
に
か
け
、
沸
騰
し
た
ら

　
と
ろ
火
に
し
て
ぐ
つ
ぐ
つ
と
水
が
減
っ

　
た
ら
足
し
な
が
ら
２
日
間
く
ら
い
煮
る
。

⑨
昆
布
が
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
、
砂
糖
、

　
醤
油
、
酒
、
み
り
ん
、
好
み
で
だ
し
の
素

　
を
入
れ
て
、
中
に
味
が
し
み
こ
む
ま
で

　
さ
ら
に
と
ろ
火
で
煮
る
。（
1
日
～
１
日

　
半
く
ら
い
）

＊
味
は
何
回
か
に
わ
け
て
つ
け
て
い
き
ま

　
す
。

＊
芯
に
巻
く
魚
は
、
甘
露
煮
・
鯖
等
が
代
用

　
さ
れ
、
味
付

　
け
や
楊
枝

　
の
刺
し
方

　
等
は
各
家

　
庭
で
異
な

　
り
作
ら
れ

　
て
い
ま
す
。
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町
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

総
合
窓
口
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

企
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

役
場
庁
舎
に
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
ま
し
た

　
国
の
交
付
金
事
業
に
よ
り
、

役
場
庁
舎
屋
上
に
50
kw
規
格

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
工
事
は
昨
年
末
に
完
成
し
、

試
験
発
電
を
経
て
現
在
本
格

稼
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
設
置

に
よ
り
、
気
象
条
件
等
に
も
よ

り
ま
す
が
、
年
間
６
万
kw
ほ
ど

の
発
電
が
可
能
と
な
り
、
庁
舎

電
気
料
の
約
10
％
か
ら
15
％
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る

と
と
も
に
『
二
酸
化
炭
素
の
削
減
』『
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

負
荷
軽
減
対
策
』
な
ど
エ
コ
活
動
に
も
貢
献
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
庁
舎
の
正
面
玄
関
ホ
ー
ル

に
は
『
日
・
月
ご
と
の
発
電
量
』

『
気
温
』『
光
の
強
さ
』
な
ど
、
太

陽
光
の
発
電
の
し
く
み
や
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
理
解
や

関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
、
運
転
状
況
が
わ
か
る
大
型

表
示
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
し

た
の
で
来
庁
の
際
に
は
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
管
理
課 

℡
72
‐
６
０
１
３

　
国
民
年
金
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
支
給
さ
れ
る
年
金

の
一
部
に
国
庫
負
担
金
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ

の
国
庫
負
担
金
の
割
合
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
は
な
く
、

障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
遺
族
基
礎
年
金
が
設
け
ら
れ
て
い

て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
手
厚
く
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
切
な
国
民
年
金
で
す
が
、
保
険
料
を
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
な
い
と
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
低
く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の

も
の
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
保
険
料
は
、
月
額
一
万
五
、
一
〇
〇
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
国
民
年
金
機
構
か
ら

毎
年
４
月
の
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
一
年
分
の
「
納
付
書
」

に
よ
っ
て
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
ま
す
。

　
納
め
先
は
、
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
ま
た

は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ

と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
も
で
き
ま
す
。

　
有
利
な
前
納
割
引
制
度

　
保
険
料
は
、
一
年
分
ま
た
は
六
カ
月
分
な
ど
、
定
め
ら
れ

た
月
数
分
に
つ
い
て
、
前
納
す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
平
成
22
年
度
の
一
年
分
の
保
険
料
を
現
金
で

４
月
末
ま
で
に
前
納
す
る
と
一
七
万
七
、
九
八
〇
円
で
、
年

間
三
、
二
二
〇
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
々
の
保
険
料
を
「
口
座
振
替
の
早
割
」
で
一
カ

月
早
め
て
納
付
す
る
と
、
年
間
六
〇
〇
円
（
月
額
五
〇
円
）

の
割
引
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
大
月
年
金
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
22
‐
３
８
１
１

　
　
　
　
　
町
総
合
窓
口
課
　
℡
72
‐
１
１
１
４

　
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
対
処
す
る
た
め
特
定
商
取
引
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
定
商
取
引
法
は
、
そ
も
そ
も
訪
問
販
売
業
者
が
勧
誘

を
行
う
の
に
当
た
っ
て
守
る
べ
き
義
務
を
定
め
て
お
り
、

従
来
か
ら
、
勧
誘
に
先
立
っ
て
氏
名
や
販
売
目
的
等
の
明

示
を
義
務
付
け
て
い
ま
し
た
。

　
改
正
法
に
よ
り
、
さ
ら
に
、
勧
誘
を
受
け
る
意
思
の
確
認

を
行
い
、
契
約
を
締
結
し
な
い
旨
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
再
度
の
勧
誘
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し

ま
し
た
。

※
「
契
約
を
締
結
し
な
い
旨
の
意
思
」
を
表
示
す
る
方
法
に

　
関
し
て
は
、
消
費
者
が
明
示
的
に
契
約
締
結
の
意
思
が

　
な
い
こ
と
を
表
示
し
た
場
合
を
指
し
、
具
体
的
に
は
、
事

　
業
者
か
ら
の
勧
誘
に
対
し
、「
い
り
ま
せ
ん
」「
お
断
り
し

　
ま
す
」
な
ど
と
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
問
合
先
　
企
画
課
　
℡
72
‐
６
０
２
３

　
　
　
　
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
3
6
6

　
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
マ
ル
チ
の
回
収
を
次
の
日
程
で
、
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
に
持
ち
込
み
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
回
収
日
及
び
回
収
時
間
以
外
は
、

絶
対
に
持
ち
込
み
を
し
な
い
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

１
　
マ
ル
チ
お
よ
び
、
泥
等
が
付
着
・
茶
色
に
劣
化
し
た

　
　
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
は
、
Ｊ
Ａ
北
富
士
・
Ｊ
Ａ
ク
レ
イ

　
　
ン
富
士
豊
茂
支
店
で
販
売
し
て
い
る
専
用
の
回
収
袋

　
　
を
購
入
し
、
袋
に
詰
め
て
出
し
て
下
さ
い(

他
の
袋

　
　
で
は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い)

。

２
　
ハ
ウ
ス
用
の
ビ
ニ
ー
ル
は
、
折
り
た
た
み
、
紐
で
十

　
　
文
字
に
縛
っ
て
下
さ
い
。

　
　
（
糸
入
り
の
ビ
ニ
ー
ル
は
持
込
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

特
定
商
取
引
法
の
改
定
に
伴
う

　
　
　
　
再
勧
誘
禁
止
規
定
に
つ
い
て

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
マ
ル
チ
の
回
収
に
つ
い
て

持
ち
込
み
の
で
き
る
種
類
お
よ
び
持
ち
込
み
方
法
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９

　
ご
注
意
下
さ
い
。
）

３
　
肥
料
の
袋
は
、
重
ね
て
折
り
た
た
み
、
紐
で
十
文
字

　
　
に
縛
っ
て
下
さ
い
。

４
　
花
き
出
荷
用
の
か
ご
ケ
ー
ス
は
、
重
ね
て
、
紐
で
十

　
　
文
字
に
縛
っ
て
下
さ
い
。

５
　
花
き
苗
・
野
菜
苗
の
ビ
ニ
ー
ル
鉢
は
、
透
明
の
ゴ
ミ

　
　
袋
等
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

※
前
記
の
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
持
ち
込
み
場

　
所
で
、
手
直
し
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
農
林
課
　
℡
72
‐
１
１
１
５
（
担
当
　
松
本
）

３月２３日（火）　 午前８時～正午 　中央公民館前駐車場

３月２３日（火）　 午後１時～３時 　勝山ふれあいドーム前駐車場

３月２４日（水）　 午前８時～正午 　河口多目的広場

３月２４日（水）　 午後１時～３時 　大石公園駐車場

３月２５日（木）　 午前９時～正午 　上九一色出張所脇広場

回収日 回収時間 回収場所

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
交
流
の
集
い
』
開
催

『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
交
流
の
集
い
』
開
催

『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
交
流
の
集
い
』
開
催

『
町
老
人
大
学
』
で

　
　
講
義
及
び
修
了
式
開
催

『
町
老
人
大
学
』
で

　
　
講
義
及
び
修
了
式
開
催

『
町
老
人
大
学
』
で

　
　
講
義
及
び
修
了
式
開
催

『
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
俳
句
大
会
』

　
　
　
　
俳
句
募
集

『
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
俳
句
大
会
』

　
　
　
　
俳
句
募
集

『
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
俳
句
大
会
』

　
　
　
　
俳
句
募
集

　
町
社
協
で
は
、
来
る
３
月
２６
日
に
「
福

祉
の
集
い
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
集
い
で
は
、
午
前
に
町
内
の
福
祉
団
体

に
寄
付
を
し
て
下
さ
っ
た
方
へ
の
感
謝
状

贈
呈
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ポ
ス
タ
ー
及

び
福
祉
作
文
入
選
者
の
表
彰
式
を
、
午
後

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ロ
ビ
ー
に
登
録
さ
れ
た

団
体
及
び
個
人
、
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
、
相
互
の
交
流
や
意
識
を
高
め
る
た
め

の
学
習
の
機
会
を
設
け
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
交
流
の
集
い
」
を
行
い
ま
す
。

　
午
後
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
の
集
い
」

は
、
社
協
に
登
録
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

毎
年
交
替
で
運
営
を
行
っ
て
お
り
今
回

は
、
童
謡
と
唱
歌
の
会
（
中
村
政
代
会
長
）

が
、
企
画
か
ら
運
営
ま
で
担
当
い
た
し
ま

す
。

　
勉
強
会
に
は
、
西
島
福
祉
レ
ク
研
究
舎 

代
表
の
望
月
栄
司
氏
を
お
招
き
し
て
、

「
み
ん
な
で
楽
し
む
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
」

と
題
し
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
、
笑
い
を
交
え
た
コ
ミ

ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
の
技
法
を
学
び

ま
す
。

　
町
内
の
方
で
関
心
の
あ
る
方
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
皆
様
、
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費

は
、
無
料
で
す
。

　
日
時
：
平
成
２２
年
３
月
２６
日
（
金
）

　
　
　
　
　
１２
時
５５
分
～
１４
時
５０
分

　
　
　
　
　
（
受
付
　
１２
時
４０
分
）

　
場
所
：
富
士
河
口
湖
町
勝
山
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
　
さ
く
や
ホ
ー
ル

　
内
容
：
講 

演

　
　
　
「
み
ん
な
で
楽
し
む
レ
ク
リ
ェ
ー

　
　
　
　
シ
ョ
ン
」

　
講
師･

･

西
島
福
祉
レ
ク
研
究
舎

　
　
　
　
　
代
表
　
望
月
栄
司 

氏

　
問
合
せ
：
町
社
協
　
℡
７２-

１
４
３
０

　
去
る
、
２
月
２
日
（
火
）
に
、
船
津
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
老
人
大
学
（
山
崎

進
一 

学
長
）
の
第
３
回
講
義
と
修
了
式
が

賑
々
し
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
最
後
と
な
る
講
義
は
、
大
石
ご

出
身
で
、
島
根
県
立
大
学
教
授 

学
長
補

佐
の
堀
内
好
浩
氏
を
お
招
き
し
て
、
先
祖

は
何
人
か
と
、
と
て
も
身
近
で
興
味
の
あ

る
お
話
を
い
た
だ
き
、
学
生
一
同
食
い
入

る
よ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
講
義
の
後
の
修
了
式
で
は
、
駆
け
つ
け

て
く
れ
た
町
長
と
議
長
に
祝
福
さ
れ
、
百

九
十
六
名
の
町
老
人
大
学
生
が
平
成
２１
年

度
課
程
を
修
了
し
ま
し
た
。

　
平
成
２１
年
度
町
老
人
大
学
は
、「
災
害

に
備
え
て
～
防
災
の
心
構
え
～
」
や
、「
消

費
者
を
取
り
ま
く
悪
質
商
法
と
そ
の
対
処

法
」「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
」
も
学
び

ま
し
た
。

　
「
い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０

１
０
」
の
一
環
と
し
て
、「
山
梨
県
シ
ル
バ
ー

俳
句
大
会
」
が
平
成
２２
年
６
月
１０
日
（
木
）

～
１４
日
（
月
）
に
山
交
百
貨
店
５
階
催
事

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
と
お
り
俳
句

の
募
集
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
６０
歳
以
上

応
募
方
法
　
「
ハ
ガ
キ
」
に
未
発
表
作
品

　
　
　
　
　
一
人
２
句
以
内
、
住
所
（
必
ず

　
　
　
　
　
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
）
、
生
年

　
　
　
　
　
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

　
　
　
　
　
号
を
明
記
の
う
え
応
募
期
限

　
　
　
　
　
ま
で
に
送
付
。
尚
、
応
募
に
つ

　 

　
い
て
は
、一
人
一
通
ま
で
。

応
募
期
限
　
平
成
２２
年
４
月
２０
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

当
日
消
印
有
効

問
い
合
せ
・
応
募
先

　
　
山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
長
寿
や
ま
な
し
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
〒
4
0
0-

0
0
0
5

　
　
　
　
　
甲
府
市
北
新
一
丁
目
２
の
１２

　
　
　
℡
0
5
5-

2
5
1-

3
9
0
0

　
　
　F

A
X

0
5
5-

2
5
4-

8
6
1
4
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４月６日（火）
（名執獣医師）

４月７日（水）
（山口獣医師）

４月９日（金）
（森屋獣医師）

４月12日（月）
(森屋獣医師)

４月14日（水）
(名執獣医師)

４月15日（木）
（山口獣医師）

４月16日（金）
（山口獣医師）

４月23日（金）
（山口獣医師）

本栖公民館

精進出張所

精進諏訪神社

大嵐出張所

足和田出張所

西湖ドライブイン

リゾ－トくわるび

根場みはらし前

西湖公民館

小立福祉センタ－

大石出張所

上九一色出張所(富士ヶ嶺)

河口出張所

勝山出張所

本町通り商店街駐車場

富士河口湖町役場

午前11時00分～11時30分

午後１時～２時

午前９時～１２時

午前９時～１２時

午前９時～１２時

午前９時～午後１時
午後 2時～３時30分

午前10時15分～10時40分

午前 9時45分～10時00分

午後 1時20分～ 1時40分

午前11時20分～11時50分

午前10時55分～11時10分

午前10時30分～10時45分

午前10時00分～10時15分

午前 9時30分～ 9時50分

午前９時～１２時

午前９時～１２時

登 録 手 数 料

予 防 注 射 料

注射済票交付手数料

合　　　　　　　計

登録済 新規登録 再登録

3,000円 1,600円

2,850円 2,850円

550円 550円

6,400円

2,850円

550円

3,400円 5,000円

◎手数料等

◎日時と場所

　平成２２年度の犬の登録と狂犬病予防注射を下記の日程で行います。直接獣医へ行けない場合で、生後３

か月以降の犬は、必ず最寄りの会場で登録と注射を済ませてください。

犬の登録と狂犬病予防注射について

☆円滑な受付のため、お釣りが出ないようご協力ください。

☆首輪が抜けないよう、きつめに締めてお越しください。

☆犬を登録されている方には後日、狂犬病予防注射の案内を発送しますので、必ず通知を持参して下さい。通知が送

　付されない場合は、犬の鑑札等を持参して下さい。登録が確認できない場合、新規登録又は再登録となります。

★狂犬病とは、犬からうつる病気で一番恐ろしいものです。犬だけでなく、全ての哺乳類、鳥類が感染し、人は感染し

　た動物に咬まれてうつります。現代でも治療法はありません。発症すると１００％死亡します。

　毎年世界では、５万５千人以上の人が亡くなっています。国内では平成１８年に海外渡航中に咬まれた人が日本

　に帰ってきてから亡くなっています。こうしたことから日本では、狂犬病予防法により登録と年１回の狂犬病予

　防注射が義務付けられています。

★注射済票又は登録鑑札のいずれかを首輪に付けてください。

　鎖を付けたまま逃走してもどなたが飼っている犬かすぐ判別でき、連絡がつきます。

　登録時の鑑札か狂犬病注射後に交付された注射済票のどちらかを首輪に付けておくことが義務付けられていま

　す。違反すると２０万以下の罰金に処せられます。

※犬の放し飼いは、周辺住民に大変な迷惑をかけます。山梨県の条例でも禁止されています。夜間も必ずつない

　で飼いましょう。

※犬を散歩させた時、フンをしたらきちんと後始末をしましょう。そのままにしておきますと苦情になるばかり

　か美観を損なううえ、衛生上もよくありません。

注意事項

問い合せ先　　環境課　生活環境係　　℡72-3169 
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山
梨
県
立
ろ
う
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
立
盲
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら

～
感
染
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
～

～
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
～

山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
～
福
祉
用
具
展
示
相
談
会
の
開
催
～

春
休
み
子
ど
も
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
の

相
談
会
の
お
知
ら
せ

春
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

 

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の
こ
と
で
不
安
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

■
日
　
時
　
３
月
19
日(

金)

～
20
日(

土)

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
場
　
所
　
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
）
乳
幼
児
指
導
室

■
対
象
児
　
０
歳
児
か
ら

■
相
談
内
容
　

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
悩
み
の 

  

相
談
、「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ
る
お
子
さ
ま

へ
の
か
か
わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
聴
力
測
定
、
補
聴
器
相

談
。

■
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
かF

A
X

で
日
時
を
予
約
し
て 

 
   

下
さ
い
。(

締
切
：
３
月
15
日
午
後
５
時)

※
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
完
全
個
別
予
約
制
で
秘

　
密
は
厳
守
。
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常
時
受
付
け

　
て
い
ま
す
。
但
し
相
談
期
間
中
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。
こ
の

　
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先
　
℡
0
5
5
3-

22-

1
3
7
8
　

　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5
3-

22-

6
4
1
9

　
　
　
　
　e

-
m
a
i
l

　s
o
d
a
n
@
r
o
g
a
k
o
.
k
a
i
.
e
d
.
j
p

　
　
　
　
　
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
支
援
セ
ン
タ
ー
」
手
塚

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、

成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視

覚
に
問
題
が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
方
な

り
に
放
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
近
所
で
は
、
飼
い
犬
の
糞
尿
で
迷
惑
を
か
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
通
り
か
か
っ
た
人
に
飛
び
つ
く
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

○
散
歩
の
時
に
も
放
さ
な
い

　
自
分
か
ら
離
れ
な
い
か
ら
リ
ー
ド
が
な
く
て
も
大
丈
夫
、

う
ち
の
子
に
限
っ
て
い
た
ず
ら
は
し
な
い
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　
万
が
一
の
時
に
リ
ー
ド
で
制
御
で
き
な
い
と
、
事
故
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
散
歩
中
の
飼
い
犬
の
糞
尿
の
始
末
も
飼
い
主
が

し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

周
囲
へ
配
慮
を
欠
か
さ
ず
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
愛
犬
の
面

倒
を
見
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先
　
衛
生
課
　
℡
24
‐
９
０
３
３

　　
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
食
事
・
入
浴
・
排
泄
等
に
関
す
る

福
祉
用
具
の
展
示
を
し
、
実
際
に
触
れ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
福
祉
用
具
に
関
す
る
使
用
者
や
介
助
者
の
相
談
支
援

を
行
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
３
月
26
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
創
作
室

■
そ
の
他
　
参
加
費
は
無
料
。
事
前
の
申
込
み
必
要
な
し
。

■
主
　
催
　
山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
共
　
催
　
（
社
）
日
本
福
祉
用
具
供
給
協
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
関
東
支
部
山
梨
県
ブ
ロ
ッ
ク

●
問
合
先
　
山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
５
‐
72
‐
５
５
３
３

　
感
染
症
は
一
年
を
通
し
て
発
症
し
ま
す
。
飛
沫
感
染
（
せ

き
、
く
し
ゃ
み
）
、
接
触
感
染
（
手
洗
い
の
不
十
分
な
ど
）
に

よ
り
う
つ
り
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

ノ
ロ
ウ
イ
ス
ル
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
等
に
よ
る
感
染
性
胃
腸

炎
、
ま
た
、
麻
疹
（
は
し
か
）
な
ど
も
同
様
の
経
路
に
よ
り
感

染
し
ま
す
。

　
感
染
を
予
防
す
る
に
は
、
標
準
的
な
予
防
と
し
て
は
、
ど

の
感
染
症
も「
こ
ま
め
な
手
洗
い
」「
う
が
い
」が
基
本
で
す
。

外
出
し
帰
宅
し
た
ら
、
必
ず
う
が
い
と
石
け
ん
で
手
洗
い

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
感
染
性
胃
腸
炎
の
場
合
は
、
特
に
ふ
ん
便
、
嘔
吐
物
の
処

理
に
注
意
が
必
要
で
す
。
必
ず
手
袋
・
マ
ス
ク
・
エ
プ
ロ
ン

を
つ
け
て
、
素
手
で
は
処
理
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
清
掃
や
食
器
類
の
消
毒
は
、
塩
素
系
漂
白
剤
を
使
い
、
部

屋
の
換
気
に
も
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
麻
疹
（
は
し
か
）
の
場
合
は
、
感
染
力
が
強
い
た
め
予
防

手
段
と
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
免
疫
を
得
る
こ
と

が
有
効
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
時
期
等
に
つ
い
て
は
市

町
村
窓
口
か
保
健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
地
域
保
健
課
　
　
℡
24
‐
９
０
３
５

　
最
近
、犬
の
放
し
飼
い
に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

犬
の
放
し
飼
い
は
、
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主

が
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
て
も
他
人
に
恐
怖
や
危
害
を
与

え
た
り
、
交
通
事
故
を
ま
ね
い
た
り
し
ま
す
。

○
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
　

　
運
動
不
足
で
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
、
散
歩
を
す
る
代
わ



広
報
富
士
河
口
湖

　
１２

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

総
務
省
「
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
」

　
募
集
に
つ
い
て

山
梨
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
に
つ
い
て

ま
で
は
テ
レ
ビ
放
送
（
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
2
0
1
1
年
4
月
以
降
、
番
組
や
時
間

帯
に
よ
っ
て
放
送
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
た
め
に
ア
ナ
ロ

グ
放
送
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
早
め
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
に
は
、

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
専
用
の
受
信
機
器
（
S
T
B
：
セ
ッ

　
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
）
を
設
置
す
る
（
詳
細
は
ご
加
入
の

　
C
A
T
V
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
な
ど
の
対
応
が
必
要

　
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
放
送
局
・
総
務
省
な
ど
が
連
携
し
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
た
め
の
中
継
局
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

自
主
共
同
受
信
施
設
の
地
デ
ジ
改
修
の
遅
延
や
ア
ン
テ
ナ

に
よ
り
受
信
し
て
い
る
家
で
地
デ
ジ
を
視
聴
で
き
る
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
山
梨
県
内
の
山
間
地
に
居
住
し
て
い
て
、
自
宅
で

ア
ン
テ
ナ
に
よ
り
テ
レ
ビ
を
視
聴
し
て
い
る
方
は
、
ア
ナ

ロ
グ
電
波
は
届
い
て
い
て
も
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
電
波

は
届
か
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
次
へ
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

・
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て 

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
℡
０
５
７
０
‐
07
‐
０
１
０
１

　
　
　
　
又
は
　
03-

４
３
３
４-

１
１
１
１

　
（
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ
な
が
ら
な
い
場
合
）

　
　
　
平
　
日
　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
　
　
土
日
祝
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
の
方
の
意
見
・
要
望
等
を
電
気
通
信
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
平
成
22
年
度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電
気
通
信

　
　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
20
歳
以
上
の
方
。

　
　
　
　
　
　

関
東
又
は
山
梨
に
お
住
ま
い
の
方
。

■
活
動
内
容
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
年
２
回
・
全
員
）
、

　
　
　
　
　
　
会
議
出
席
（
年
１
回
・
別
途
依
頼
）
、
謝
礼
有

■
委
嘱
期
間
　
６
月
１
日
～
10
ヶ
月
間

■
募
集
期
間
　
４
月
２
日
ま
で
（
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法
　
は
が
き
、
封
書
、
�
又
は
メ
ー
ル
の
表
題
に

　
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
記
入
の
上
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

　
話
番
号
、
氏
名(

フ
リ
ガ
ナ)

、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
応
募

の
　
動
機
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
応
募
を
知
っ
た
き
っ
か
け

を
　
記
入
し
て
ご
応
募
下
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先
　
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

　
〒1

0
2
-
8
7
9
5

　
千
代
田
区
九
段
南
1-

2-

1
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
段
第
３
合
同
庁
舎
23
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
03-

6
2
3
8-

1
6
7
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

F
A
X

03-
6
2
3
8-

1
6
9
8

　
　
　
　E

-
m
a
i
l

　m
o
n
i
t
o
r
-
k
a
n
t
o
@
s
o
u
m
u
.
g
o
.
j
p

　
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
７
月
24
日
ま
で
に
今
ま
で
の

テ
レ
ビ
放
送
（
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）
は
終
了
し
ま
す
。
そ

れ
以
降
は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
お
使
い
の
方
は
、
そ
の
ま

ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
に
下

さ
い
。

■
日
　
時
　
３
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下
飯
田
2-

10-

2
）

■
申
　
込
　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
こ
れ
は
、
本
校
へ
の
入
学
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先
　
県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相
談
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
　
佐
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

　
　
　
　
　
　
　
　 

　F
A
X

０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
２

　
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
労
働
基
準
法
な
ど
で
定
め
ら
れ
た
労
働
条
件
が

確
保
さ
れ
、
そ
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
労

働
基
準
監
督
官
は
、
労
働
基
準
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
あ

ら
ゆ
る
事
業
場
に
立
入
り
、
事
業
主
に
法
に
定
め
る
基
準

を
遵
守
さ
せ
る
と
と
も
に
、
労
働
条
件
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
任
務
と
す
る
国
家
公
務
員
（
厚
生
労
働
省
の
専
門
職

員
）
で
す
。
労
働
基
準
監
督
官
は
、
毎
年
、
人
事
院
・
厚
生
労

働
省
が
実
施
す
る
採
用
試
験
の
合
格
者
か
ら
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
受
験
申
込
み
期
間
　
４
月
１
日
～
４
月
14
日

※
詳
し
く
は
、
人
事
院
や
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
山
梨
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
５
‐
２
８
５
３

○
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す
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１３

宮
内
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
２３
年
度
の
歌
会
始
の

　
　
　
　
お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進

■
歌
会
始
の
お
題
　｢

葉｣

※
お
題
は
「
葉
」
で
す
が
、「
若
葉
」
、「
落
葉
」
、「
葉
緑
素
」
の

　
よ
う
に
「
葉
」
の
文
字
の
入
っ
た
熟
語
を
使
用
し
て
も
差

　
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

■
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

○
詠
進
歌
は
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一

　
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
書
式
な
ど
の
詳
細
や
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
宮
内 

 

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
u
n
a
i
c
h
o
.
g
o
.
j
p
/
)

　
を
ご
参
照
下
さ
い
。

■
詠
進
の
期
限
　
平
成
22
年
９
月
30
日
ま
で
（
郵
送
の
場

　
合
は
消
印
有
効
）

■
郵
便
の
あ
て
先

　
「
〒
1
0
0-

8
1
1
1
　
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
書
き
添
え
て
下
さ
い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ

　
て
封
入
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
方
法

　
疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、直
接
、宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
は
っ

　
た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て

　
下
さ
い
。

※
な
お
、
詠
進
要
領
は
町
役
場
総
務
課
に
お
い
て
も
配
付

　
し
て
い
ま
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
町
役
場
総
務
課
　
℡
72
‐
１
１
１
２

ピラティス
午前10時～
11時30分

体育館
サブアリーナ

4/20、27
5/18、25
6/1、8、15、22、29
7/6

4/20、27
5/18、25
6/1、8、15、22、29
7/6

4/21、28
5/19、26
6/2、9、16、23、30
7/7

4/22、28
5/6、20、27
6/3、10、17、24
7/1、8

5,000円/期火 40人

20人初心者テニス

ダンスエアロ

ベイシックヨガ

  (昼コース)

午後7時～　　　
8時30分

体育館
メインアリーナ

5,000円/期火

40人
午後7時30分
～9時

体育館
サブアリーナ

5,000円/期水

40人
午前10時～　　
11時30分

体育館
サブアリーナ

5,000円/期木

40人
午後８時～
９時30分

体育館
サブアリーナ

5,000円/期金

教室名 時　間 春　期 参加料 会　場 内　　　　容定員
曜
日

身体の深部の筋肉を意識し行います。
姿勢改善・健康保持など様々な悩みの
解決を目的とします。

初心者を対象とした教室です。ラケッ
トを握った事がない人も楽しみなが
ら、ゲームまで学べます。

シンプルなエアロビクスの動きをベース
にダンス的要素をトッピングしたエクサ
サイズです。リズムに合わせて基礎代謝
を上げながら楽しみましょう!

呼吸と瞑想を通じて身体のバランス
を整え、心身共にリラックスした健康
的な身体づくりができます。

4/23、30
5/7、21、28
6/11、18、25
7/2、9

5/8、22

6/12、26

ベイシックヨガ

  (夜コース)

呼吸と瞑想を通じて身体のバランス
を整え、心身共にリラックスした健康
的な身体づくりができます。

富士北麓公園　春期スポーツ教室
★１０回１期の開催★

健康安全

リズムエクササイズ
午後2時～
3時30分

2F体育室2,000円/期土 20人

教室名 時　間 春　期 参加料 会　場 内　　　　容定員
曜
日

音楽に合わせ楽しみながら、健康的な
毎日を過ごせる体の使い方や、非常時
の身のこなし方をやさしく学ぶフィ
ットネスです。家庭でできる簡単な自
己整体も紹介します。

★４回１期の開催★

4/21、28

5/12、26

エンジョイ

グランドゴルフ
午前10時～
11時30分

陸上競技場他300円/回水 20人

教室名 時　間 春　期 参加料 会　場 内　　　　容定員
曜
日

誰もが気軽に参加でき、設定されたコ
ースを回る事ができます。

★１日単位で開催される教室★

１．受付期間　３月１５日（月）～３月２２日（月）　

　　　　　  ※定員になり次第、締め切ります。�       

２．受付時間　午前９時～午後５時　�       

３．受付方法　電話または窓口。 ※「一人で複数人の申し込みはできません。」�        　�        

４．対　　象　一般男女「１８歳以上、ただし高校生は不可」�        

５．必要事項　氏名、年齢、性別、住所、電話番号他�       

６．問 合 先　（財）山梨県体育協会　富士北麓公園管理事務所

　　　　　富士吉田市上吉田立石5000番　℡24－3651　�        

【申し込み・問い合わせ】
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１４

みんなの生涯学習みんなの生涯学習みんなの生涯学習
みなさんのやる気を

応援します!

お問合せ･お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】

お問合せ：生涯学習課【℡７２－６０５３　FAX７３－１３５８】

国際交流協会

おひなまつり会おひなまつり会おひなまつり会
日本の伝統行事ひなまつりを通して
いろんな人との交流を楽しみましょう！！

♪昨年に引き続き開催♪NHK教育テレビ“からだであそぼ”土曜日版“おかあさんといっしょ”など・・。遊び・うた監修・振り

付けをしている『たにぞうさん』が、今年も富士河口湖町にやってくる！！

「めだかの学校」は町民の皆さんがいろんな機会に様々な場所で、それぞれの学習活動を進めていけるために創設した
補助金制度です。原則として新たに結成された団体の支援を目的としています。
以下の内容をよく読んでお申込みください。皆でうたって・おどって楽しもう★ご家族・お友達とご一緒にどうぞ。

あなたの特技や趣味を活かせる「★生涯学習バンク★」＆「★きらめき子ども塾講
師★」の２種のボランティアについて、活動内容や募集対象等について説明します。
まずは気になる内容についてちょっぴり覗いてみませんか！？

＊ 個人情報等はスプリング･フェスタ以外では使用いたしません。また、整理券がないと入場いただけません。紛失等にはご注意下さい。
　皆でうたって・おどって楽しもう★ご家族・お友達とご一緒にどうぞ。

【内　容】ひなまつりの料理、折り紙、

　　　　 おもちつき、おたのしみゲーム

【日　時】３月２７日(土)午前１１時～午後３時

【場　所】中央公民館

【定　員】２０名程度

　　　　　（まずはお問合せください）

【参加費】５００円(協会会員は無料)

【持ち物】エプロン

【申込み】生涯学習課　℡７２－６０５３

たにぞうだぞう！たにぞうだぞう！たにぞうだぞう！春だぞう！うたうぞう！春だぞう！うたうぞう！～スプリング  フェスタ～

日　時：４月1８日（日）　開場 午後１時　開演 午後１時３０分（２時間くらい）

場　所：勝山さくやホール

定　員：４００人

参加費：中学生以上５００円（町外の方は７００円）　小学生以下無料

参加方法：当日は自由席ですが、混乱を防ぐ為、整理券を用意します。下記の期間までに、生涯学習課窓口まで

　　　　 おこし下さい。申込み・参加費と引き換えに、整理券をお渡しします。尚、その際に参加希望の方全員の、

　　　　 お名前・住所・電話番号・年齢をご記入いただきます。（整理券がなくなり次第終了します。）

整理券交換期間：３月１５日（月）～３月３１日（水）（祝日は除く。土・日曜日は午前中のみ受付ます。）

平成２２年度「めだかの学校」申請団体募集のお知らせ平成２２年度「めだかの学校」申請団体募集のお知らせ

補助団体の条件：①団体の人数は富士河口湖町在住の方が5名以上。なおかつ町在住の方が半数以上であること。

　　　　　　　 ②団体の結成年が申請年度から５年未満の団体であること。

　　　　　　　 ③団体の活動場所が富士河口湖町であること。

　　　　　　　 ④団体の活動期間が年間を通して６回以上であること。

補助金の限度：補助金の支給は１団体に最高３年までとする。

補助金額：１団体につき２万円まで。

補助内容：主として講師謝礼に使用するものとする。

申請方法…所定の申請書に必要事項を記入して４月１６日(金)までに生涯学習課へ提出して下さい。補助基準を満たして

　　　　　いるか審査し（応募団体多数の場合は抽選とします）、学習終了後に実績報告書を提出してもらい、実績に基

　　　　　づいて補助金を交付します。提出期限を過ぎてからの申請は受け付けませんのでご注意下さい。

　　　　　＊ 申請を希望する団体は生涯学習課に申請書を取りにいらしてください。

ボランティアを始めてみたい！
内容について詳しく聞いてみたいという方必見！

平成２２年度ボランティアセミナー平成２２年度ボランティアセミナー

日時：平成２２年３月１６日（火）午後７時から

場所：中央公民館

対象：ボランティアに興味のある一般の方ならどなたでもご参加いただけます。

★シルバーボランティアさんや、すでにボランティア登録済でしばらく活動

　されていない方のご参加も大歓迎です。

申込みお問合せは・・・・・生涯学習課【TEL７２－６０５３】までお気軽に。

　　　　　　　　　　  当日参加もOKです！！


